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1　林芙美子「中国之旅」『華文大阪毎日』4巻第 1期 29号、大阪毎日新聞社、1940年 1月1日、23頁。
2　 林芙美子の八回の中国への旅の日程は以下の通りである。
 （1）昭和 5年 8月 20日～ 9月 25日。『放浪記』の印税でハルビン、長春、奉天、撫順、金州、三十里堡、大連、青島、上海、杭州、蘇州等を
旅行した。
 （2）昭和 6年 11月～昭和 7年 6月。朝鮮、満州、シベリヤ経由で渡欧、主としてパリに滞在。
 （3）昭和 7年 7月。ヨーロッパからの帰途、上海で魯迅と会う。
 （4）昭和 11年 10月。自費で満州、山海関、北平へ、スケッチ旅行中の夫手塚緑敏と北平で交流。
 （5）昭和 12年 12月～昭和 13年 1月。南京視察旅行。南京陥落に際し、「東京日日新聞」（現「毎日新聞」）の特派員として上海、南京へ。
 （6）昭和 13年 9月～ 12月。「漢口一番乗り」。内閣情報部「ペン部隊」の一員として上海、漢口へ。
 （7）昭和 15年 1月 5日～ 2月 3日。北満旅行。安東、長春、牡丹江、佳木斯、宝清、綏芬河などを回る。
 （8）昭和 16年 9月。満州国建国 10周年に際し、銃後文芸奉公隊の一員として満州へ慰問講演旅行。
3　林芙美子『私の紀行』新潮社、1939年
　本文中に述べたように、「中国之旅」は、『私の紀行』（新潮文庫、1939）に収録された紀行文「秋の杭州と蘇州」と「北京紀行」の内容と重な
った部分がある。以下参照。
　「張子の白い馬の出ている家は葬儀屋だったり、赤いのや黄いろい房のさがっている家は麺類を売る店だったり、一膳飯屋だったり。水売りは一
輪車を押して、キリキリ、キリキリと云う音をたてて歩いているし、床屋は赤い桶を天秤にかついで、ビイン……ビイン……と棒を鳴らして通ってい
る。雑賃屋はでんでん太鼓を鳴らして行くし、文字を知らない人の為に、こうした音や、物で商売を判らせようとしているのかも知れないと、私は、
歩きながら、それらを観るのが愉しみだった。」(「北京紀行」)
　「北京の街で最も面白いのは、文字が難しい国の特有の現象でしょう。文盲が極めて多いために、商売人たちはわざわざ「音」と「形」で誘うのです。
例えば、水を売る一輪車が発したキリキリの音、絹糸を売る人のでんでん太鼓を鳴らし音、床屋が出すツァンツァンという鉄の音、葬儀屋の前の
張子の白馬、飯店の前に揚げてある赤色の穂の標識、これらの音と形は、中国文字が読めない私たち旅人にとっても理解しやすくて便利な方法
です。」(「中国の旅」)
4　満州事変は、1931年（昭和 6年）9月 18日に中華民国奉天（現瀋陽）郊外の柳条湖で起きた鉄道爆破事件に始まる日中両軍の軍事衝突。そ
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日関係が大変敏感な時期である。この時期に日本が中国読者に向けて発行する雑誌には、日本人作家
の満州国訪問の記録や日本による「満州国建設」の慶賀や「日満協和」の実現を唱える記事が多く見
られる。ちなみに「中国の旅」と同じ頁には菊池寛の「對於抗議的反 」という文章が掲載されている。
林芙美子といえば、後に「ペン部隊」の一員として漢口一番乗りを果たし、積極的に戦争協力した
作家というイメージが強い。しかし、ここでの林芙美子は「その時、中日の間に風雲急を告げる事態
がありました」と時局に言及しながらも、その文章の本意は政治から離れ、中国の独特の風光や女性
に焦点を与えているのが興味深い。
「中国之旅」の中には「何度行っても中国は楽しいところだ」という表現がある。林芙美子はなぜ中国に
関心を寄せたのだろうか。また、当時の中国はどのように彼女の眼に映ったのか、特にその後、彼女の作
品にどんな影響を与えたのか。今回の「中国の旅」の発見は、「戦争協力」という側面以外の視点から林芙
美子における「放浪/越境」と自己形成の問題を検討する資料として、研究史的にも意義があると思われる。
近年では林芙美子の文学を再評価する論文が多く登場し、ジェンダーの視点からも高く評価されて
いる。今後の課題としては、日本の厳しい思想統制下で書かれたこの紀行文に林芙美子はどういう思
いを託したのか、その意図を詳しく検討していきたい。
２．翻訳
中国の旅
林芙美子
娘時代、田舎にある祖父の家で、陶淵明の詩集と唐詩選を見つけました。あまり理解できませんで
したが、熱心に読んでいました。十六、七歳の頃は、詩歌が非常に好きだったので、陶淵明の詩集と
唐詩選は一番の愛読書になりました。中国では、立春の時の風を⎡融風⎦と表記し、「集まる・会合する」
の意を⎡聚首⎦という漢字を用いて表します。私は中国の文字文化の偉大さに感服しているので、機
会があれば中国へ見に行きたいと常々考えています。
初めて中国へ旅行に行ったのは、民国18年の秋です。その後に何回行ったかははっきり記憶してい
ません。しかし、何度行っても中国は楽しいところです。当時、中国へ行った画家は多いのですが、
作家は極めて少なかったのです。
上海から杭州と蘇州へ行ったことがあります。女性の一人旅なのに、不安は少しもなく、お金もそ
れほど掛からずに楽しい旅行ができました。その時、中日の間に風雲急を告げる事態がありました。
しかし、私は危険を感じることは一回もありませんでした。杭州で⎡秀英旅館⎦に泊まることがあり、
そこの従業員たちは私にとても親切でした。杭州へ行く前に、満州の哈爾賓を旅行したことがありま
の後の日中戦争、太平洋戦争と続く十五年戦争の端緒に位置づけられている。中国側は九一八事変と称する。
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す。砂埃が立つ土地から、空気が新鮮な杭州まで来て、始めて中国に来たのを実感しました。当時は、
幅広い軍用道路が建設されていて、家を建築する前に道路を建設するやり方に極めて感心しました。
私の行った多くの場所では道路が整備されているようです。
街角にも、寺院の壁にも、いたるところに共産党は民族の敵と言う類のスローガンやチラシが貼ら
れています。杭州へ行く遊覧船に乗ると、船の天井に⎡艶門⎦と書いてある扁額が掛かっています。北
京へ二回目に行った時、多くの大通りに⎡當⎦と書いてある看板が掛けられていることに気づきました。
中国の文字はとても面白い。聞くところによれば⎡當⎦というのは、つまり、日本の⎡質屋⎦の意味だ
そうです。その看板を見るとき、極めて快感を覚えます。今でも⎡煤廠⎦と呼ばれるものがあり、元は
日本の炭屋なのです。最初は煤廠が馬政を取り扱う官庁だと思いました。辞書で⎡廠⎦という字を調べ
てみると、壁のない家或いは馬屋の意味です。また金持ちを⎡白相人⎦と言います。聞くところによれば、
⎡白相⎦は遊ぶ意味があるそうです。中国の文字は面白くて無限の意味があると思っています。
北京へ行った時は秋でしたが、八達嶺へ行く汽車で絶世の美人と同席しました。北京に着いてから、
中国の女性の体格はとても良く、皮膚もとても綺麗だと初めて分かりました。男性に関しては、何も
好印象がありませんでした。
私が出会った男性はみな未成年者だったからかもしれません、なんだか中国は老人にとって心地よ
い国だと感じています。日本では青春時代に精一杯欧米の文化を吸収しているとはいえ、大体は日本
的であることに変わりはありません。日本と距離があまり遠くない中国では、知識階層の青年たちは、
徹底的に欧米化しました。この隔たりに対して、私は非常に驚きました。これは私の浅薄な印象なの
かもしれませんが、この時、私はどこにも昔の唐詩選と陶淵明の気魄を感じることができませんでした。
中国の女性は皆健康で美しい体で、非常におっとりしているのです。話もとても巧みで面白いです。
これらの女性と少しでも自由に談話する機会があったにもかかわらず、中国語で話せなかったことを
深く残念に思いました。
中国の山河の雄壮さは、私が一番好きなところです。八達嶺行きの汽車の中から眺めた山岳の景色
は、いつまでも忘れられません。風景といえば、秀麗な風景よりも、むしろ雄大奔放なほうが好きで
す。汽車が清河鎮駅を通過したとき、右側の窓の外に、縦石碑のように高くて険しい山脈が見えまし
た。まるで南画の中にいるように感じました。茄色の山は、空の状況によって、いろいろな色彩に変
化しました。それは完全に平野に高く突き出る山脈なのです。私が南口駅を降りて明十三陵へ行った
時には、学生旅行団が絶え間なく続いていました。
中国旅行中、最も忘れ難いのは北京の景色です。日本のある外交官は、北京は東洋のパリだと言い
ました。私も北京は東洋随一の都だと思っています。事変後、北京はどんな様子に変化したか分かり
ませんが、目の前には高層建築のない昔ながらの懐かしい市街が浮かんでいます。私が北京へ行った
のは中秋節前後でしたので、至るところで⎡兎児 ⎦という玩具を売っていました。⎡兎児 ⎦とは
頭は兎で、体は人間の体という人形です。旅館の玄関の前に菊と石竹を売っている人がいます。お菓
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子屋はみな月餅を売っていて、⎡味壓江南⎦と書いてある大きな幟を立てています。
北京の街で最も面白いのは、文字が難しい国の特有の現象でしょう。文盲が極めて多いために、商
売人たちはわざわざ「音」と「形」で誘うのです。例えば、水を売る一輪車が発するキリキリの音、
絹糸を売る人のでんでん太鼓を鳴らす音、床屋が出すツァンツァンという鉄の音、葬儀屋の前の張子
の白馬、飯店の前に揚げてある赤色の穂の標識、これらの音と形は、中国文字が読めない私たち旅人
にとっても理解しやすくて便利な方法です。
北京に、東京の浅草のような所があって、天橋と言います。何度もそこへ行ったことがあります。
一人で散歩することが好きで、折々一人で行きます。そこに日本で⎡義太夫⎦という娘が歌う戯曲の
小屋があります。中に入って座ったあとすぐ熱いお茶をいれる人が来ます。歌ったのは旅人が馬を売
る物語(賣馬)や漁師が税金に苦しむ物語(打漁殺家)や生活が貧苦などの物語であります。両毛銭5もか
からないの席料を払えば、落花生を食べながら、心と目で楽しんで一日中過ごすことができます。ま
た高い支えに置く扁平な形の太鼓を叩いて、伴奏するのは一人の男性で、日本の三味線(三弦子)みた
いな楽器を弾いています  。そのほかに沢山の雑技の場所や古着の露店や食べ物の露店などがありま
す。ここは民衆にとっての完全な楽園です。北京の故宮と天壇及び郊外の万壽山など大理石を使って
築いた雄大な建築にとても感心させられたにもかかわらず、それらの建築の土木工事が始められた際
に、どれほどの悲劇がそれらの工事に伴って生じたかを想うと、なぜかそれらの建築に対して憎悪の
感情が生じました。
それらの極めて奢侈な故宮のようなものが、かつてどれほどの税金を強要し、いかに耐え難い重労
働を課して民衆を搾取したことか。私は当時の歴史についても詳しく了解しないのですが、国家が違
うにもかかわらず、万里の長城の土木工事といえば人々の悲哀を思い出します。
はじめて万里の長城を見たのは、山海関にしばらく滞在した時でした。海辺まで歩き、そこに長年
風雨にさらされている長城の崩れた垣が屹立しています。角山に登り、蛇行して蛇のような長城が見
えます。秦始皇の愚かさに憤慨と嫌悪を覚えました。̶̶北京で梅蘭芳6が演じた短劇̶̶孟姜女の
物語を見たことがあります。長城を建築するために死んだ亡き良人を探し求め、何千里の道を歩いて
彷徨い女の哀れな気持ちに対して、思わず心から同情しました。
中国の舞台に、日本の⎡能⎦と同じ役柄があります、⎡能⎦は中国から日本に伝わってきたかもしれま
せん。それは舞台の背景がなく、全てしぐさと台詞でストーリーを展開します。劇を演じる俳優の中には、
舞台の床の上にやたらに痰を吐く人もいます。私は楽屋へ行って梅蘭芳を訪問したことがあり、彼は極
めてしなやかな手を持っていました。彼の鏡台に⎡他人使用禁止⎦と書いてある紙が貼ってあります。
要するに、中国は魅力のある土地で、私はもう一度中国へ訪ねたいと思っています。今度は中国の
夫人たちから招待されて行けたらいいと思います。
5　原文は両毛銭、換算すれば 0.2元になるわずかの金額。
6　梅蘭芳（1894～ 1961）は、清末から中華民国、中華人民共和国にかけての京劇俳優である。
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◇資料（「中国之旅」原文）
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